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1． 本年度の研究成果 

がん診療連携拠点病院において活用が可能な地域連携クリティカルパスモデル（以

下「連携パス」）の開発を進めた。 

１） 連携パスひな型の開発と提供：５大がん（肺がん、胃がん、肝がん、大腸がん

及び乳がん）について代表的な治療計画を例に連携パスのひな型を研究開発し、ホ

ームページ（http://soudan-shien.on.arena.ne.jp/hina/index.html）に公開した。

同ホームページにはひな型の提供だけでなく、がんの連携パス成立のための課題、

ネットワーク構築のあり方、専門病院、かかりつけ医、コメディカル、患者の視点

からの課題を提示した。連携パス開発者支援のために本研究班オープンカンファレ

ンスを本年度も開催し、ひな型開発のための講演会を実施する（H22 年 2 月 14 日開

催）。また班員はそれぞれのひな型を作成し連携パス普及のためのテキスト出版に供

するなど啓発活動を全国各地で行った（発表論文を参照）。 

２） がん診療における地域連携クリティカルパス開発の現況調査：本調査は毎年実

施する。本年度は H21 年 12月に発送し翌年 1月に集計する。昨年度の本調査後 6ヶ

月経過の時点で本班が把握した県統一の連携パスは胃がん 5（作成進行中 8），大腸

がん 3（7）、乳がん 3（7）、肺がん 3（6）、肝がん 1（6）であった（和歌山医大事務

局中阪氏の都道府県拠点病院調査に独自調査を追加して集計）。班員の聞き取り等に

よると平成 21年度から県統一の連携パス開発が全国で急展開中である。しかし連携

パスの運用では、適応症例を多く集積する拠点病院は少なく多くの拠点病院は試験

運用の段階であり、連携パスの効果分析は今後の課題である。 

３） がん診療における地域連携パスが成立するための要件については初年度に引き

続き検討・整理を進めた。(a) 地域連携基盤の構築：地域の共同開発、ネットワー

クの構築が必要である。多職種連携を目指す必要がある。4疾患 5事業として連携パ

スの様式が統一されることが望ましい。愛媛県を例に挙げると、愛媛県がん診療連

携協議会に連携パス開発分科会が設置されている。そこが中心となり県医師会、県

行政に相談しつつ、病院医療連携室参加の研究会、愛媛クリニカルパス研究会の協

力を得てパス開発を進めている。H22年 3月に愛媛県下 7拠点病院合同で連携パス披

露の講演会が開催される。(b) 連携のための医療者サポートの必要性：連携医療の

開始時には医師に心理的圧迫、作業量の増加を強いるため、医療者（特に医師）へ

のサポート体制と人材の投入が必要である。(c) 連携のための患者サポートの必要

性：患者にはかかりつけ医の確保が重要であることを丁寧に説明するとともに、患

者の不安や疑問を複数の医師に過不足・遅滞なく伝え、相談に応えるコーディネー

ト機能（人材）が必要である。 

 



2． 前年までの研究成果 

１） 本班発足当時の状況として、がんの連携パスは期待感のみが先行し、明確な定

義、作成の方針が示されていなかった。初年度の本班では下記の事項について連携

パスを整理し、公開した。(a) がん診療における地域連携クリティカルパスの目的、

(b) ５大がんの地域連携クリティカルパスの定義、(c) ５大がんの地域連携クリテ

ィカルパスの作成指針、(d) 連携パスとして用意する４つの要素：医療機関の役割

分担表、共同診療計画表、私のカルテ（患者が携帯する連携の情報共有ツール）、医

療連携啓発のパンフレット、ポスター。 

２） がん診療における地域連携クリティカルパス開発の現況調査：連携パスの現況

把握のためアンケート調査を実施した（調査期間：平成 21年 1 月 5日～20日）。対

象：がん診療連携拠点病院 351および東京都がん診療認定病院 10施設。方法：病院

長宛にアンケートを郵送。結果：214通の回答（回収率 59.4%）が得られた。(a) 平

成 20 年 12 月末現在、胃がん 14，大腸がん 15 パス、乳がん 15 パス、肺がん 7、肝

がん 6、前立腺がん 3、膀胱がん 1、緩和 1、子宮がん 1の計 63パスが把握でき、胃

がん 459 人，大腸がん 250 人、乳がん 276 人、肺がん 28 人、肝がん 11 人ががん地

域連携パスで医療を受けていた。(b) 連携パス作成の単位は、県統一パス 2，2次医

療圏統一 3，病院独自パス 17，その他 3 であった。都道府県がん診療連携拠点病院

が中心となり県統一パスを目指す動きが 21 年 1 月の時点で 31 県あった。また県単

位の医療機関アンケート、患者会アンケートも実施した。 

３） 5 大がんのうち、肝がんを除く 4 種のがんについて連携パスのひな型を作成し、

インターネットホームページに公開した。平成 21年 11月までに 1700件のアクセス、

約 1100件のひな型ダウンロードがあった（ホームページアドレスは前出）。 

４） 平成 21年 3月 8日に本研究班のオープンカンファレンスを開催し、全国のがん

診療連携拠点病院から約 300名の参加を得た。 

 

3． 研究成果の意義及び今後の発展性 

本研究班では地域連携パスのひな型とパスの稼働を可能とする仕組みを提案してい

く。取り組むべき今後の課題は以下の通りである。 

１） ひな型の開発：a) ひな型の開発と提示（継続し、公開する連携パスの種類を増

やす、b) 連携パスの全国での開発状況を調査公表（継続）、c） 連携パスのパスラ

イブラリページの構築。 

２） 連携パスを稼動させるための仕組み作り：a) 必要とされる連携コーディネート

機能の要件について検討を進める、b) 連携の基本的技術の整理、マニュアルを作成

する、c) 連携コーディネート担当者研修に取り組む。 

がんの連携パスの開発はがん医療の質の向上と安心・安全を確保したがん医療連携

の推進につながる。 

 

4． 倫理面への配慮 

本研究では患者情報の個人情報は研究対象としない。成果物を利用して各個人の診



療に活用する場合には診療録と同等の扱いとし、診療録等個人情報保護規定を厳守す

る。研究、検証には個人情報は抹消してデータを収集・検証する。連携パスの臨床症

例への適応に当たっては医療機関の診療情報管理委員会、パス審査委員会、臨床研究

審査委員会等各施設所定の委員会の審査、承認を得る。 
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